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Ⅰ.『あおまちみらいラボ』ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ の発足
１．発足の趣意

   
　* 粟生町の発展を願い、活力ある町づくりを目指します。

３．『あおまちみらいラボ』の目的
　① 現在の問題点を追及し、みらいへの布石を提案する。

　② 粟生町のこれから未来の５年先、10年先を見つめて、

　　 テーマを検討し、集成して粟生町へ提案する。

４．『あおまちみらいラボ』の立ち位置

５．『あおまちみらいラボ』の結び

Ⅱ.皆さんの想いを聞かせて下さい！『提案箱』の設置

『更なる粟生町の発展と活性化』を目指して、町内会長さんを含めた「町会役員会」で討議し
ていますが、もう少し幅広く住民の皆さんのご意見を聞かせて頂きたく、≪提案箱≫を新しく
設置致しました。皆さんが考えておいでる“現在の粟生町やみらいの粟生町”に対する、ご要
望とかご意見を聞かせて下さい。上記の『あおまちみらいラボ』ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑと連動しなが
ら、これからの粟生町の運営に参考にして行きたいと思います。前向きなご意見をよろしくお
願い致します。提案内容を確認する場合もありますので、提案はお名前を明示する【記名式】
でお願いします。

　

『あおまちみらいラボ』ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑは町会長の「諮問委員会」としての所属になり、チームとして
「あおまちのみらい」への提案内容が集成され、町会への提案が終了した時点で閉会とする。

『あおまちみらいラボ』チームが集成した案を町会に提言しますが、提言された町会はこれら
のテーマ、案を精査し、《粟生町活性化へのヒント》として活用して頂きたいと思います。

平成２９年７月末に、それまで粟生町の活性化を目標としていた『粟生町活性化まちづ

くり協議会 』が、初期の目的を達成しましたので閉会しました。が、ここで粟生町の活性

化を止めた訳で無く、まちづくり協議会の3年間の活動で【町の活性化】の「下地」は出

来たと思いますので、これからはこの３年間で培った「下地」の上に、事業を継続して行

けば粟生町の活性化は進んでいきます。が、更なる発展を

目指すためには、現状のままでは《未来への展望》が見え

てきません。粟生町のより良い発展と、活性化のために、

未来に繋がる方向を模索し、《粟生町の未来を考えるプロ

ジェクトチーム》があっても良いのではないかと考え、発

足しました。


